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するという過程3)j (~I日原論~ 4)， 46ページ)を通した商品流通世界への「出動j (同， 45ページ)，参入の
規定性であるし，流通手段の機能は，個別経済主体の商品交換W-G-W'を媒介し，あるいは社会
的に商品の供給(生産)と需要(消費)とを媒介する機能，貨幣が商品流通世界に在留するときの









2 )商品価値を他商品への交換カ，交換性として捉えるべきことについては，山口重克『価値論の射程』東京大学出版会， 1987 
年.第 I部第 4章，同「価値概念の広義化をめぐってj，r経済理論学会年報』第27集.青木書庖， 1990年，同「価値概念に
ついて一一降旗氏の批評に答える j， r状況と主体』第184号， 1991年3月，同「価値概念の広義化再論一一降旗節雄氏の
反論に答える J， r状況と主体』第187号， 1991年7月，が参照されるべきである。また，山口の所説に関説したものとし
て，中川清『流通と価値の経済学』さネルヴァ書房， 1991年，第 l章，拙稿「生産の資本形式一一資本形式論の諸問題ー
-J， r経済論集J (東洋大学)，第16巻1号， 1990年10月， 21-24ページ，を参照されたい。
3) ?ルクスは，貨幣の価値尺度機能を「商品世界に対して，その価値表現の材料を提供し，または商品価値を両分母をもっ
大いき，すなわち質的に等ーで，量的に比較のできる大いきとして表現すること j (Karl Marx， Das Kapital， Band 1， 
Dietz Verlag， 1962，5.109. 向坂逸郎訳『資本論J (1)，岩波文庫， 1969年， 168ページ。以下 r資本論』からの引用は，
Karl Marx，よ)asKapital， Bd. 1 ，I ，Il， in : Ma口.EngelsWerke， Bd.23，24，25， Dietz Verlag， 1962，1963，1964， 向坂
逸郎訳 r資本論J(1)-(9)，岩波文庫， 1969-1970年，により，巻号と邦訳の分冊番号を， [K. ，Il，5.366，岩(7)，34ページ]
のように略記する)と規定したのであるが，それに対して，字野は，貨幣による現実の購買のための「出動」を，商品所有
者の主観的な価値の評価を止揚し，社会的に価値の大きさを確認するものとして，貨幣の価値尺度の機能として規定したの
である(字野弘蔵 r経済原論』岩波書庖， 1964年[以下 r新原論』と略言己]， 31ページ，参照)。このような宇野の価値尺度
の規定は，貨幣機能を，貨幣の高品流通世界に対する方向性の関係として統一的に整理することを可能にしたものといって
よい。
4 )宇野弘蔵『経済原論』岩波書庖， [上，下， 1950， 1952年]，合本改版， 1977年。以下， r[日原論J，と略記。
-21-
は，このような視角の有効性を確認するために，貨幣諸機能の規定を一般的に反省しておこう。





























5)字野弘蔵 f "ルクス経済学原理論の研究』岩波書底. 1959年。以下 r研究J. と略記。













































































































































































(同， 209ページ)， i流通準備金J (同， 210， 234ページ)として雫 また，支払手段としての通貨の準備
15)同， 42ページ。
16)宇野弘蔵『資本論五十年a下，法政大学出版局. 1973年。以下 r五十年』下，と略記。
17)字野弘蔵『恐慌論』岩波書底. [1953年J.改版. 1976年。以下 r恐』と略記。
18) r字野弘蔵著作集』第 5巻. <恐慌論>.岩波書庖. 1974年。以下 r著a⑤， と略言己。
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を，「いわゆる支払資金J (同， 210ページ)， i支払に要する資金J (同， 211ページ)と規定し19)，「流通
手段としての貨幣たるいわゆる通貨は，その量と流通商品の価格総額とによって決定せられるもの
であって，それ自身にはその量を増減し得るものではないJ (同， 208ページ，なお， r研究~ 1， 307ペー












いってよいJ (r新原論~， 37ページ，引用 b)。
「商品の流通に対して貨幣は常にイニシアチブをとりうる地位にあるので，いわば流通手段の
量の調節をなすJ (f五十年』下， 799ページ，引用 c)。
みられるように，宇野にあっては，流通手段量の調節は，「商品の流通に対して貨幣は常にイニシ
アチヴをとりうる地位にあるJ (引用 C)，i価値の独立的存在物として商品一般に対立する地位を占







うか。こうして，宇野にあっては i流通手段としての機能とは独立にJ (f著』⑤， 209ページ)， i資金
としての貨幣の新なる機能」によって，流通手段量の調節が行なわれるものとされることによって，

































ぎりでは，貨幣は価値の尺度として「商品世界に対して，価値表現の材料を提供するJ (K. ，1， 
S.109，岩(1)，168ページ)r観念となった，理念的な貨幣J (K.，I，S.lll，岩(1)，171ページ)であるにすぎな
いーーは，貨幣所有者による貨幣の個別的出動によって，現実の「商品の流通に転イ七」されるので
ある。
このような価値の実現における個別的契機を重視する商品流通世界の捉え方にしたがえば，流通
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手段としての貨幣量とは，個別的に商品の購買に出動した貨幣の量の総和であり，それを販売され
る商品の側からみれば，価格として個別的に実現された価値の総和のことにはかならない。個別的
な購買と販売とが繰り返し行なわれる 21)一定期間をとってみれば，流通手段としての貨幣の休止部
分 ι購買手段として商品流通世界に出動することになるものとして，商品流通に必要な貨幣量の
一部を構成することになるわけである問。
このように考えてよいとすれば，商品流通に必要な貨幣量は，「価格の変動常なき商品流通市場」
(引用 b)において，個別的に価格として実現された商品価値の総和に恒等的に一致するのであ
り23)，改めてこの貨幣量を調整する新たな貨幣機能が存在するわけではないのである。流通手段とし
ての貨幣の休止部分をも含めて，商品流通に必要な貨幣量を形成するものとすれば，流通手段量の
調節という機能からの要請にもとづいて，商品流通世界において，商品購買機能を一時的に休止す
る貨幣から資金を規定しようとする字野の展開(宇野の「通貨の資金イじ」論)には無理があったと
考えざるをえないのである 2')。貨幣の資金化は，流通手段量の調節の要請にもとづくものとしてでは
なく規定きれなければならない。「資金としての貨幣の新なる機能J (引用 b)とは何かが改めて問わ
れなければならないものと思われるのである。(未完)
21) このようにいったからといって，商品の売買価格が一定の重心ないし水準に収数することは，当然には前提きれないこと
はいうまでもないであろう。ここでは，貨幣所有者が主観的に欲する購買価格と.商品所有者が主観的に欲する販売価格が，
個別的に出合うことによって成立した売買価格の集合が存在するにすぎないからである。
22)前掲，山口 r経済原論講義J. 42ページ，参照。
23) 周. 40-41ページ，参照。
24)いうまでもなく，流通手段としての貨幣量の調節という問題自体が存在しないというわけではない。支払手段としての貨
幣の休止部分を含めて流通手段としての貨幣の休止部分が.積極的に資金として規定きれえないのは，その部分が，商品流
通世界の不均質性に直接に対応すべき貨幣部分であり一一商品価格の変動と相違に応じていわば受動的に流通から引き上げ
られる貨幣部分と，支払準備金のように，将来の購買力を現在の購買力に転化し積極的に商品流通世界の変動をもたらした
ことの結果として，いわば能動的に流通から引き上げられた貨幣部分，とが混在するのであるが一一，商品の将来の購買に
個別的に拘束きれて商品流通世界からの自立性を確保しえていないからである。
流通手段としての貨幣量の調節とは，流通手段の休止部分と現に購買に出動しつつある貨幣の全体の貨幣量の調節でなけ
ればならないように思われる。この調節は，純粋資本主義社会てすま.商品金の貨幣金への転換と貨幣金の商品金への転換を
通して，すなわち流通手段の休止部分と商品金との相互の転換を通して，流通手段量を「原始的に調節するJ (f[日原論h
68， 69ベ ジ)ものとして行なわれるように思われるのであるが，この点の考究は他日を期したい。
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